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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月6日(2009.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料流体と酸化剤流体とを用いて発電を行う燃料電池に用いられ、水蒸気透過膜と、シ
ール部が形成された枠体と、一方に加湿流体を供給排出する流路を有し、他方に被加湿流
体を供給排出する流路を有する一対のセパレータとからなる単加湿器を複数個積層して構
成される燃料電池用加湿器であって、
前記セパレータに形成されたマニホールドの外側の内面壁の一部を前記マニホールドの内
部かつ前記水蒸気透過膜に向かって突出させて突出部を設け、積層方向に隣り合うセパレ
ータに形成された前記突出部の高さが異なることを特徴とする燃料電池用加湿器。
【請求項２】
　前記突出部において、積層される前記単加湿器の中心部のものが最も高くなるように設
置したことを特徴とする請求項１記載の燃料電池用加湿器。
【請求項３】
　前記突出部を、１つまたは複数の切り込みを有し、かつ前記単加湿器の積層組立時に積
層する単加湿器の順番に従って前記切り込みの中から１つを選択して該切り込みから先を
切除できる構成にして、前記各突出部の長さが前記マニホールドへの供給・排出配管接続
部から積層方向に向かって均等にならないように設定可能にしたことを特徴とする請求項
１または２記載の燃料電池用加湿器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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